
１．学校教育目標

　(1)心身ともに健全で人間尊重と助け合いの精神に満ちた、社会に貢献できる人間の育成に努める。

　(2)勤労と学業の両立を図り、進んで諸問題を解決しようとする自主的・自発的な姿勢を持つ人間の育成を図る。

　(3)生徒と教師相互の温かい人間関係を深めるとともに、個別指導の一層の充実を図り、基礎学力の向上に努める。

　(4)家庭と学校との連携を密にし、規則正しい生活習慣の確立と就労の指導を推進し、望ましい生活態度の育成に努める。

　(5)命を大切にする教育を推進し、交通安全教育に努める。

２．本年度の重点目標

　(1)基本的生活習慣の確立を図る生徒指導を充実する。

　(2)勤労と学業の両立を図り、社会で自立する能力や態度を育成する。

　(3)自他を大切にする心や態度を育成する。

　(4)防災・安全教育の徹底と環境教育を推進する。

　(5)主権者教育・消費者教育・情報教育を推進する。

徳島県立名西高等学校定時制課程

次年度への課題と
今後の改善方策

自　　己　　評　　価

③ ホームルーム活動等で図書室を利用する。

　　　　　　　　　　各クラス年間３回以上

③　ホームルーム活動等で図書館を利用した回数

１年３回、２年０回、３年３回、４年４回

学校関係者評価

学校関係者の意見

　授業出席率は90%を超えてい

る。学校アンケートで「学校が楽し

い」「入学してよかった」など70％

以上の数値であり、この値が高出

席率につながっていると考える。

　同アンケートでは授業評価におけ

る満足度は90％を超える教科が

あるものの、理解度については

40％の教科もある。このため、「学

び直し」から高校の授業内容へつ

なぐ工夫については更に検討をす

る必要があると考える。少人数の

強みを生かし、生徒がやる気を持っ

て学習に臨める授業展開を実践す

ることで理解度を高めたい。

　社会との接点が少なく、自分から

積極的に動くことが少ない生徒が

多いことからアルバイトの推奨やエ

シカル教育行事、こども食堂等を

通じての体験を行っている。これら

を通じて労働観や達成感を育て、

自分の将来について主体的に考え

る姿勢を身につけさせたい

②-1 電子黒板や生徒用タブレット端末などのICT機器

を活用した授業の割合90％以上。

                               (R6 89%)

②-1 電子黒板や生徒用タブレット端末などのICT機器

を活用した授業の割合

　　　　　　　　　　　　　　　　90％

「基本的生活習慣の確立」

「社会で自立する能力や態

度の育成」

(全校レベル)

Ⅰ） 個に応じた支援を実践し、生

活習慣の確立と基礎学力の向上

を図る。

(下位組織レベル)

① キャリア教育を推進する中で、

生徒の進路意識を明確にし、学習

能力・態度を高める。

　　　 [進路課・生徒課]

② わかる授業を実践するとともに、

個々の生徒の学力について共通理

解を図り、支援の方策を探る。　[教

務課・進路課・各教科]

③ 読書習慣を定着させ、情報活用

能力を育む。

   [教務課・特別活動課・情報科]

活　動　計　画

①欠席率、遅刻率とも目標

値内である。登校時の状況

把握で兆候をつかみ、家庭

への連絡を密にする等し

て、今後も欠席の防止を図

る。

②生徒が将来どのような形

で具体的な未来像を創る

ために講演会やワーク

ショップ形式の講座を開き、

様々な立場の方の話を聞い

たり、体験型の行事を行う。

次年度も生徒の社会性向

上を図るため、系統的な

キャリア教育行事を推進す

るとともに勤労観の育成に

努める。学校行事欠席者に

ついては、引き続き十分に

情報提供を行う。また、学校

行事をはじめとして、普段の

授業の様子など、生徒の

様々な活動について、引き

続きホームページで紹介す

る。

③基礎学力の定着のため

に、テストの難易度を生徒

の状況に合わせて設定し、

生徒が達成感を得られるも

のとする。また、生徒の状況

に合わせた検定等を紹介

し、挑戦させる機会を作る。

Ｂ

（所見）

評価指標の達成度

Ⅰ）授業出席率93.4％。

　　遅刻した生徒の割合2.0％。

②-4 授業評価による生徒の理解度・満足度の向上。理

解度80％以上、満足度90％以上。

    　(R6 理解度75.8%  満足度84.6%)

②-4 授業評価による生徒の理解度・満足度の向上。

　　　　　　理解度78.6%  満足度86.9%

Ⅰ) 生徒の実態について共通理解を図り、個に応じた支

援を検討し、実践する。+J36:Y51

①-1 進路指導における関連機関等と連携し、進路講演

会等のキャリア教育行事を実施。年間2回以上。　　　（R6

実施回数3回）

①-2 アルバイト等校外での活動をしている生徒の割合

60%以上。           (R6 70%)

②-2 授業評価、学校生活に関するアンケート等の結果

を基におこなう学力検討会の実施回数。年間5回以上。

（R6 実施回数5回）

②-3 教員相互の授業参観。各学期に1回以上

　　　　　　　　　（R6 各学期に1回実施）

重点課題 重点目標

令和７年度　学校評価(総括評価表)

①-1 キャリア教育行事を各学期に１回、計３回実施

①-2 アルバイト等校外での活動をしている生徒の割合。

63.2％

②-2 学力検討会の実施回数　年間３回

　　　1学期１回、２学期１回、３学期１回

②-3 教員相互の授業参観。

　　　　　　　　　　　各学期に1回実施

評価

Ⅰ) 定期的にケース会議を行ったり、情報交換を密にし、

生徒一人一人の理解に努めた。

評価指標と活動計画

評　価　指　標 総合評価

Ⅰ）授業出席率90％以上。 （R6 92.6%)

　 遅刻する生徒の割合5％以下。（R6 1.9%)

活動計画の実施状況

①生徒に寄り添った指導が

なされている。更に 学校の

魅力を打ち出す取り組みを

行っていただきたい。また、

魅力を発信することが大切

である。

②イベントについて、参加し

ない生徒がいるかと思う。そ

のフォローをお願いしたい。

また、アルバイトをさせること

は社会性を身につけ、金銭

感覚を養うため、重要であ

る。引き続き働きかけてほし

い。



活動計画の実施状況

Ⅰ) 機会を捉えて生徒の特性や発達段階などについて

共通理解を図り、各場面で個に応じた指導を実践するこ

とができた。

⑥ 地震・火災を想定した避難訓練を年間４回実施した。

④ 学校全体でいじめを許さない雰囲気づくりを行い、ア

ンケート実施により現状把握を行う。　　　　(R6 いじめ発

生件数1件)

（所見）

　授業出席率は90%を超えてい

る。学校アンケートで「学校が楽し

い」「入学してよかった」など70％

以上の数値であり、この値が高出

席率につながっていると考える。

　同アンケートでは授業評価におけ

る満足度は90％を超える教科が

あるものの、理解度については

40％の教科もある。このため、「学

び直し」から高校の授業内容へつ

なぐ工夫については更に検討をす

る必要があると考える。少人数の

強みを生かし、生徒がやる気を持っ

て学習に臨める授業展開を実践す

ることで理解度を高めたい。

　社会との接点が少なく、自分から

積極的に動くことが少ない生徒が

多いことからアルバイトの推奨やエ

シカル教育行事、こども食堂等を

通じての体験を行っている。これら

を通じて労働観や達成感を育て、

自分の将来について主体的に考え

る姿勢を身につけさせたい

　中学校時の不登校や多欠席の生

徒が多いため、人間関係構築力が

入学時に低い状態である。学校行

事への参加など学年を超えた交流

の場を活用し、コミュニケーション

力の向上に努めた。

　アンケート結果からも、人間関係

構築力や社会性の伸長を実感した

生徒の割合が年度当初より増えて

いる。本校生の実態を踏まえると、

日々の授業は大切であるが、魅力

ある学校行事の企画・運営も重要

である。外部講師による授業や学

年を越えた生徒との交流など、普

段の授業とは違う活躍の場が与え

られることによって、生徒は様々な

経験を積み、さらなる成長が見込

まれる。

　来年以降も生徒の人間関係構築

力や社会性の育成につながる取り

組みを推し進めたい。

「自他を大切にする心や態

度の育成」

「主権者意識や防災意識

の高揚」

(全校レベル)

Ⅰ) 生徒の人間関係構築力や社

会性の育成を図り、自他を守る社

会規範を身に付けさせる。

(下位組織レベル)

①　異年齢間の交流や社会体験な

どを多く経験させる。

　[各学年・特活課]

②　校外での活動を推奨し、地域と

の繋がりを感じさせる。

　[各学年・特活課]

③　個に応じた指導を実践する。

　[各学年・特別支援

　コーディネーター]

④　いじめを防止する。

　[各学年・生徒課]

⑤　さまざまな人権問題に対する意

識を向上させる。

　[各学年・人権教育課]

⑥　防災教育を充実させる。

　[各学年・環境教育課]

⑦　主権者意識を高める教育を推

進する。

  ［公民科・各教科］

「基本的生活習慣の確立」

「社会で自立する能力や態

度の育成」

(全校レベル)

Ⅰ） 個に応じた支援を実践し、生

活習慣の確立と基礎学力の向上

を図る。

(下位組織レベル)

① キャリア教育を推進する中で、

生徒の進路意識を明確にし、学習

能力・態度を高める。

　　　 [進路課・生徒課]

② わかる授業を実践するとともに、

個々の生徒の学力について共通理

解を図り、支援の方策を探る。　[教

務課・進路課・各教科]

③ 読書習慣を定着させ、情報活用

能力を育む。

   [教務課・特別活動課・情報科]

②-2 学力検討会を実施し、生徒の学力について 共通

理解を図り、支援の方策を探る。

②-2 学力向上に向けた検討会を年間を通して実施し、

生徒の学力や意識調査の結果について共通理解を図る

とともに、学習支援について相談することができた。

①落ち着いた環境で生徒

の自己実現のための働き

かけがなされている。地元

を大切にし、様々な行事に

おいて地元と協力して進め

ていただきたい。

①生徒同士の人間関係構

築力育成のため、スポーツ

大会をはじめとして、クラス

横断型の学校行事を設定

したい。また、引き続き地元

企業の協力のもと、体験に

基づく理解促進を図ること

のできるエシカル教育を推

進したい。

Ｂ

⑥ 防災訓練・避難訓練の実施年間3回以上。

　　　　　　　　　　　　　　　 (R6 4回)

②-4 学力向上アンケートや学校生活等の意識調査の

結果を分析し、授業改善や生徒理解をすすめることがで

きた。

③ 十分に図書館の利用を進めることができなかった。

②-1 授業において電子黒板や生徒用タブレット端末な

どのICT機器を、積極的･効果的に活用している。

②-3 活発な相互授業参観が行えず、他教科における生

徒の理解度を十分に把握できなかった。

④ 教員間の情報交換、連携を密に図り、指導と雰囲気

づくりに努め、認知したいじめについて解消することがで

きた。また、７月にはいじめ防止生徒委員会の活動で、

「よりよい学校づくり」について話合いとホームルーム活

②-4 授業評価の結果を分析し、授業方法の改善やわ

かる授業の実践に役立てる。

①欠席率、遅刻率とも目標

値内である。登校時の状況

把握で兆候をつかみ、家庭

への連絡を密にする等し

て、今後も欠席の防止を図

る。

②生徒が将来どのような形

で具体的な未来像を創る

ために講演会やワーク

ショップ形式の講座を開き、

様々な立場の方の話を聞い

たり、体験型の行事を行う。

次年度も生徒の社会性向

上を図るため、系統的な

キャリア教育行事を推進す

るとともに勤労観の育成に

努める。学校行事欠席者に

ついては、引き続き十分に

情報提供を行う。また、学校

行事をはじめとして、普段の

授業の様子など、生徒の

様々な活動について、引き

続きホームページで紹介す

る。

③基礎学力の定着のため

に、テストの難易度を生徒

の状況に合わせて設定し、

生徒が達成感を得られるも

のとする。また、生徒の状況

に合わせた検定等を紹介

し、挑戦させる機会を作る。

② 学校行事や生徒会活動のなかで清掃活動を 実施

し、地域に貢献する意欲を高める。

② 生徒会活動の一環として前期に１回、 地域の清掃活

動を実施することができた。

① 魅力ある学校行事を実施し、より多くの生 徒に異年

齢間の交流や社会体験を経験させる。

評　価　指　標 評価指標の達成度 総合評価

⑦ 政治や選挙、暮らしや社会との関わりへの関心が高

まったと感じる生徒の割合。　　　　　　　　　　　83.8％

⑦ 政治や選挙、暮らしや社会との関わりへの関心が高

まったと感じる生徒の割合。

　　　　　　　　80％以上　　  (R6 76.7%)

⑤ 人権問題に対する意識が向上し、態度や行動に移せ

たと回答した生徒の割合60％以上。

　　　　　　　　　　　　　　　（R6 86.7%）

①-1 生徒の進路実現に向けて、進路講演会等のキャリ

ア教育行事を系統的に実施する。

①-1 進路講演会以外にも「エシカル教育行事」などを

利用し、勤労観や労働意欲の醸成に取り組むキャリア教

育内容の行事を実施することができた。

①-2 アルバイト等校外での活動を推奨した結果、2/3

近くの生徒がアルバイトに従事している。

Ⅰ) 4月に比べ、よりよい人間関係を構築でき、社会性が

向上したと考える生徒の割合。

　　　　　　　　　90％以上　　 (R6 80%)

Ⅰ) ４月に比べ、人間関係構築力や社会性が向上したと

考える生徒の割合。

　　　　　　　　　　　　　　　83.8％

Ⅰ) 生徒一人一人の特性等について共通理解を図り、

人間関係構築力や社会性の育成を目指した指導を実践

する。

活　動　計　画

①-2 アルバイト等校外での活動を推奨し、社会性を身

につけさせる。

②-1 電子黒板や生徒用タブレット端末などのICT機器

の積極的･効果的な活用を心掛け、主体的で対話的な

授業を目指す。

②-3 教員相互に授業参観を行い、他教科における生徒

の理解度を把握し、授業改善に役立てる。

① 学校行事への満足度80％以上。(R6 92.3%)

　 エシカルクラブ活動に対する生徒の理解度・満足度の

向上80％以上。

　　　　　(R6 理解度90％　満足度93.3%)

② 地域に貢献するボランティア活動の実施。年間2回以

上。

　　（R6 実施回数1回）

① 学校行事への満足度。　　　83.8％

   エシカルクラブ活動に対する生徒の理解度・満足度の

向上。

　　　　　理解度81.1％、満足度89.2％

② 生徒会活動の一環として地域清掃活動を５月に１回

実施した。活動には声かけをした生徒会所属の生徒全

員が参加し、地域の清掃活動を実施することができた。

① エシカル教育行事、遠足、修学旅行、予餞会でのボー

リング大会などの魅力ある行事を計画し、実施すること

ができた。

③ 毎日の連絡会で生徒の状況について情報交換を

行った。また、必要に応じてケース会議を行い、職員間で

の共通理解を図った。

⑤ 人権意識が向上したと回答した生徒の割合。

89.2％

③ 生徒の状況についてケース会議など、共通理解を図

る機会の設定。

③ 生徒が読書にいそしむ習慣づくりに努め、図書館の

利用促進をはかる。

①生徒に寄り添った指導が

なされている。更に 学校の

魅力を打ち出す取り組みを

行っていただきたい。また、

魅力を発信することが大切

である。

②イベントについて、参加し

ない生徒がいるかと思う。そ

のフォローをお願いしたい。

また、アルバイトをさせること

は社会性を身につけ、金銭

感覚を養うため、重要であ

る。引き続き働きかけてほし

い。



⑦ 公民科を中心として各教科の授業や学校行 事で主

権者教育を実施する。 ⑦ 各教科での指導や、講演会を通して主権者意識の醸

成をはかった。

　中学校時の不登校や多欠席の生

徒が多いため、人間関係構築力が

入学時に低い状態である。学校行

事への参加など学年を超えた交流

の場を活用し、コミュニケーション

力の向上に努めた。

　アンケート結果からも、人間関係

構築力や社会性の伸長を実感した

生徒の割合が年度当初より増えて

いる。本校生の実態を踏まえると、

日々の授業は大切であるが、魅力

ある学校行事の企画・運営も重要

である。外部講師による授業や学

年を越えた生徒との交流など、普

段の授業とは違う活躍の場が与え

られることによって、生徒は様々な

経験を積み、さらなる成長が見込

まれる。

　来年以降も生徒の人間関係構築

力や社会性の育成につながる取り

組みを推し進めたい。

「自他を大切にする心や態

度の育成」

「主権者意識や防災意識

の高揚」

(全校レベル)

Ⅰ) 生徒の人間関係構築力や社

会性の育成を図り、自他を守る社

会規範を身に付けさせる。

(下位組織レベル)

①　異年齢間の交流や社会体験な

どを多く経験させる。

　[各学年・特活課]

②　校外での活動を推奨し、地域と

の繋がりを感じさせる。

　[各学年・特活課]

③　個に応じた指導を実践する。

　[各学年・特別支援

　コーディネーター]

④　いじめを防止する。

　[各学年・生徒課]

⑤　さまざまな人権問題に対する意

識を向上させる。

　[各学年・人権教育課]

⑥　防災教育を充実させる。

　[各学年・環境教育課]

⑦　主権者意識を高める教育を推

進する。

  ［公民科・各教科］

①落ち着いた環境で生徒

の自己実現のための働き

かけがなされている。地元

を大切にし、様々な行事に

おいて地元と協力して進め

ていただきたい。

①生徒同士の人間関係構

築力育成のため、スポーツ

大会をはじめとして、クラス

横断型の学校行事を設定

したい。また、引き続き地元

企業の協力のもと、体験に

基づく理解促進を図ること

のできるエシカル教育を推

進したい。

③ 特別支援コーディネーターを中心に、特別な支援を要

する生徒について共通理解を図る機会を設けるととも

に、SCの助言等を仰ぎながら、個に応じた指導が実践で

きるようにする。

  【備 考 ：「総合評価｣における｢評定｣の基準】　Ａ：十分達成できた、 Ｂ：概ね達成できた、 Ｃ：達成できなかった

④ ６月と２月に、学校生活における不安や人権問題など

に関わるアンケートを行い、いじめの早期発見に努めた。

⑤ 人権ホームルーム活動や人権講演会、人権映画鑑賞

会を系統的に行い、人権アンケートを講演会後に実施

し、生徒の人権意識を把握した。

⑥ 停電時を想定し、安全を配慮した上で照明を消した

状態で避難訓練を実施した。

④　いじめに関するホームルーム活動を行い、アンケート

を実施する。

⑤ 人権問題に関するホームルーム活動や講演 会等の

行事を系統的に行い、アンケートを実施する。

③　機会あるごとに共通理解を図る機会を設けた。保健

調査等からの情報を提供すると共に、SCの助言を職員

会議を通して共通理解を図り、今後について意見交換を

行い、指導に活かした。

⑥ 停電時を想定した訓練など、夜間定時制における効

果的な防災訓練や避難訓練を実施する。


